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新潟の観光情報

。；、れあいスタンド

県
で
は
、
七
月
二
十
日
よ
h
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
観
光
案
内
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
潟
を
旅
し
て
い
た

だ
く
方
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
よ

り
楽
し
い
旅
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
県
内
一
〇
六
カ
所
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
道
順
な
ど
の
観
光

案
内
を
す
る
も
の
で
す
．
。
ハ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
出
掛
け
ら
れ

た
と
き
な
ど
「
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン

ド
」
を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
看
板
が
目
印
で
す
．

な
お
、
松
之
山
町
に
お
け
る
ふ

れ
あ
い
ス
タ
ン
ド
は
、
　
「
松
之
山

町
農
協
給
油
所
」
電
話
六
－
二
．
．

三
〇
で
す
。

年中組
懲
響
・

いしづかよしみさん
とうもろこしとトマトとメロン

うえだひろしくん

鴛
レ
ろ
－

とうもろこしとトマト

凱嵐謄

響身
亀
潮
学

たけうちえみさん
かにさんを書きました

”
、

鳳
圃

▼
七
月
の
で
き
ご
と

　
第
、
一
岡
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

　
大
会

5
u
　
来
頸
城
郡
占
年
大
会

6
目
　
し
イ
　
メ
ノ
　
ド
　
し

12

H
　
松
之
由
町
消
防
大
会

18

H
　
浦
田
夏
の
か
ま
く
ら
塾

　
（
B
U
ま
で
」

22

H
　
町
民
っ
な
引
き
大
会

24

H
2726
11目

移町
動民
｛卜休

金育
相大
｝りく　／へ
匹1火　　≠．く

29

H

▼
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予
定

5
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ヒ
　
ゆ
エ
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補
予
定
者
説
明
会

24

H
　
選
挙
告
．
小
（
萌
候
補
届
）

29

H
投
県
H

八
月
に
人
っ
て
も
梅
雨
明
け
官
．

．
．
．
．
H
が
さ
れ
な
い
と
い
う
不
順
な
．
大

候
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
体
調
の
方
は
い
か
が
で
し
よ
う

か
？
　
こ
の
不
順
な
．
大
候
の
お
か

げ
で
、
せ
っ
か
く
準
捕
し
た
町
民

体
育
大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
残
八
，
心
な
〃
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
種
目
も
あ
っ
た
り
し
て
、

地
区
に
よ
っ
て
は
か
な
り
練
習
を

積
ん
だ
所
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
年
の
分
は
未
年
ま
と
め
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
．

も
う
す
ぐ
お
盆
が
来
ま
す
。
町

の
人
H
が
い
っ
き
に
ふ
く
れ
あ
が

り
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
屯
も
急
に

増
加
し
て
町
が
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
ド
婦
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
あ
ま
り
あ
り
が
た
く

な
い
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
！
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まつのやま（2）

卜無投票で4期目ヘスター

　
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
た

町
長
・
町
議
会
議
員
の
選
挙
告
示

が
八
月
二
十
四
日
行
わ
れ
、
町
長

に
は
現
職
の
村
山
氏
の
他
に
届
け

出
る
人
が
な
く
、
無
投
票
で
四
選

が
確
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
行
わ
れ
る
町
議
会
議
貝
に
は
、

定
員
十
六
名
に
対
し
、
新
人
・
．
兀

な
ど
十
九
名
が
立
候
補
の
届
出
を

行
い
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
選
挙

、
　
、
、
、
、
　
、
、
、
、
　
、
、
、
、
　
、
　
、
、
、
、
b
、
、
、
　
　
　
b
、
、
、

、
、
、
　
、

と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
議
員
定
数
が
今
ま
で

の
二
十
名
か
ら
人
口
の
減
少
に
伴

い
、
四
名
減
の
十
六
名
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
前
回
無
投
票
だ
っ
た
た
め
よ

け
い
に
難
し
い
選
挙
だ
っ
た
よ
う

で
す
．

　
五
日
間
の
選
挙
運
動
の
後
、
八

月
二
十
九
日
（
土
）
に
投
票
、
夜

、
、
　
　
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、

ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
、
、
、
ミ
、
、
ミ
ミ

ミ
ミ
）
．
ミ
箋
ミ
ミ
ミ
3
。
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ

に
即
日
開
票
さ
れ
町
民
の
審
判
が

下
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
現
職

十
五
人
・
新
人
一
人
の
十
六
人
の

，
方
が
当
選
し
、
現
職
二
人
と
．
兀
一

人
の
三
人
が
惜
し
く
も
涙
を
飲
み

ま
し
た
。

　
新
議
員
の
党
派
別
内
訳
は
、
無

所
属
十
四
名
、
共
産
党
二
名
と
な

っ
て
お
り
、
議
員
定
数
が
削
減
さ

れ
た
中
で
の
共
産
党
の
躍
進
が
目

　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
㌧
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ミ
、

を
引
き
ま
す
．

　
十
六
名
の
新
議
員
の
皆
さ
ん
、

今
後
四
年
間
町
発
展
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
．
、
戸
切
、
．
温
．

、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
り
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
、
、
、
　
、

再
選
の
ご
あ
い
さ
つ

松
之
山
町
長

村
山
政
光

　
こ
の
度
は
、
町
内
大
方
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
四
た
び
町
長

に
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

紙
上
を
借
り
よ
し
て
厚
く
お
礼
申

上
げ
ま
す
．

無投票で四選目を

飾った村山政光氏

　
十
六
年
と
い
う
年
月
は
、
い
さ

さ
か
長
過
ぎ
た
感
が
し
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
度
、
へ

き
地
優
先
、
弱
者
優
先
の
初
心
に

帰
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ

の
土
地
に
住
め
る
よ
う
に
、
又
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
松
之
山
へ

お
う
か
ん

往
還
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
倍
m
の

お
力
添
え
の
程
お
願
い
申
上
げ
ま

す
。　
温
泉
が
欲
し
い
で
す
ね
。
温
泉

塔
屋
を
中
心
に
し
て
、
左
右
に
長

期
帯
在
型
と
知
期
帯
在
型
の
老
人

ア
パ
ー
ト
を
造
り
、
長
期
の
方
は
、

竹
と
ん
ぼ
か
ら
フ
ァ
ミ
コ
ン
ま
で

何
で
も
あ
る
”
お
も
ち
ゃ
博
物
館
”

を
併
設
し
て
、
お
年
寄
り
と
小
中

学
校
の
子
供
達
が
お
互
い
に
お
も

ち
ゃ
を
通
し
て
、
教
え
た
り
教
え

ら
れ
た
り
出
来
た
ら
ユ
ニ
ー
ク
な

明
る
い
老
人
ホ
ー
ム
が
出
来
る
こ

と
と
思
い
ま
す
．

　
克
帰
、
型
の
究
極
の
建
物
は
高
層

建
築
で
す
。
五
・
六
階
又
は
七
・

八
階
の
建
物
な
ら
、
雪
お
ろ
し
の

心
配
は
全
く
な
く
な
り
ま
す
。
雪

庇
は
ネ
ッ
ト
を
張
る
だ
け
で
充
分

で
す
。
雪
の
な
い
都
会
に
広
い
道

路
と
高
層
ビ
ル
が
あ
り
、
雪
国
に

そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
全

く
逆
の
現
象
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

以
上
二
つ
は
公
約
で
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
考
え
た
り
、

問
題
を
提
起
し
て
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
実
行
に
移
し
た
い
と
思
い
書

い
て
見
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
意

兄
・
ご
批
判
を
是
非
頂
戴
し
た
い

と
思
い
ま
す
．

　
先
ず
は
当
選
の
お
ん
礼
ま
で
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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。
皆
さ
ん
の
ご
意

兄
・
ご
批
判
を
是
非
頂
戴
し
た
い

と
思
い
ま
す
．

　
先
ず
は
当
選
の
お
ん
礼
ま
で
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松之山町議会議員16名決まるノ

氏　　　名 得　票数
⑭田辺　慎一 257　票

〃小野塚保夫 205

〃村山　里志 202，580

〃高橋　定安 191

〃高橋平八郎 179

〃高橋　英一 177

〃相沢　良三 175

〃関谷　　勲 175

〃田辺　一夫 167

〃本山　一夫 162

〃佐藤　利幸 162

〃南雲　得郎 159

〃佐藤　大治 158

〃田辺　尚二 158

〃柳　　靖治

〃村山　正英

　　152

　　146．419

⑳樋口　真一 130

保坂　武雄 109

　樋口　藤夫

　合　　計
　80
3，144，999

天水島

　当選2回
高橋定安

3，295人

3，157人

　　12票

95．51％

96．08％

95．81％

当日の有権者数

1票者
効投り
数
薮
髪
女

　
二
1
㌔
、

　
　
㎝

　

王
」

　
口
7

計

lI

当

投

毎
ゴ！”

投投票．率

（3）まつのやま

　
　
志
徊
里

倉
選
　
当
山

赤
　
村

　蟹劉

上蝦池

　当選2回
小野塚保夫

松之山

　当選2回
田辺慎一

回
勲

急　
当
谷

黒
　
関

　
　
三
掴
良

梨
選
　
当
沢

水
　
相

　
　
一
咽
英

尾
選
　
当
橋

中
　
高

　
　
に

　
回
良

　
4
八

尾
選
平

　
当
橋

中
　
高

西之前

当選1回

南雲得郎

　答
天水越

　当選3回
佐藤利幸

亀
田麦立

　当選2回
本山　一夫

07新田
当選7回

田辺一夫

橋　詰

　当選5回
村山　正英

湯本
　当選2回
柳　　靖治

松之山

　当選3回
田辺　尚二

　
　
治
咽
尤

越
選
水
当
藤

天
　
佐



ー
お
N
ー

まつのやま（4）

真夏の雪まつり

帰省客などでにぎわう

や
っ
ぱ

　
八
月
十
五
日
、
午
後
三
時
か
ら

実
施
さ
れ
た
大
厳
孝
高
原
で
の
真

夏
の
宵
ま
つ
り
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
と
珍
し
さ
の
せ
い
か
、
お
盆
の

帰
省
客
な
ど
約
五
百
人
ほ
ど
が
巾
、

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
雪
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
”
雨
，
上

っ
な
引
き
大
会
。
雪
の
上
を
素
足

で
行
う
こ
の
競
技
に
八
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

財　
．
》

　
　
　
ゆ

り
雪
は
し
や
つ

競
わ
れ
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
雪
の
冷
た

さ
を
ど
の
位
我
慢
で
き
る
か
が
勝

負
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
戦
し
て
い
る
方
は
気
楽
で
す

が
、
や
っ
て
い
る
選
手
は
大
変
。

一
回
や
る
た
び
に
牽
，
か
ら
降
り
て

足
を
暖
め
な
け
れ
ば
立
っ
て
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
そ
ん

　　　　　　　　　　　翻二さを二らえて

撃上つな引跡会…

こ

な
条
件
の
中
で
も
強
か
っ
た
の
が
、

大
水
島
チ
ー
ム
で
し
た
。
さ
す
が

で
す
ね
．

　
姫
、
上
つ
な
引
き
大
会
が
終
っ
た

後
の
会
場
は
一
般
に
開
放
さ
れ
、

ヂ
供
達
が
ミ
ニ
ス
キ
ー
や
ソ
リ
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
都
会

か
ら
来
た
方
達
に
は
、
何
よ
り
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
イ
ベ
ン
ト

ユニークさが受けて大勢の見物人が！

、㌧
ρ
・

だ
っ
た
よ
う
で
す
．

　
鉄
板
焼
コ
ー
ナ
ー
や
イ
ワ
ナ
、

ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
も
評
判
が
良
く

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
今
年
か
ら
始
め
た
”
嘗
の
貯
蔵
”

け
っ
こ
う
色
々
な
使
い
方
が
あ
る

も
の
で
す
。
来
年
は
、
ど
ん
な
企

画
が
飛
び
出
す
事
か
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

騒
ぞ

幣
廿
ぜ

　
r
．
斐
’
．
幽

．
、
番
燈

翠
、
，
」

轡
．
磯

“雪上開放タイム。子供たちは雪の上で大1

（5）まつのやま

明るく元気でいつまでも

敬老の日9月15日

　
ん
月
卜
κ
H
は
敬
老
の
H
。
お

年
寄
り
を
敬
い
感
謝
す
る
日
で
す
．

　
で
も
、
老
人
と
は
い
っ
た
い
何

歳
か
ら
の
人
を
い
う
の
で
し
ょ
う

か
？
　
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
満
六
卜

歳
か
ら
加
人
で
き
ま
す
が
、
六
卜

歳
は
ま
だ
／
＼
働
き
盛
り
、
老
人

呼
ば
わ
り
は
止
め
て
ほ
し
い
と
思

ψ
う
人
も
沢
…
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
κ
卜
年
と
い
わ
れ
た
時
代

か
ら
す
る
と
、
今
の
平
均
寿
命
が

八
卜
歳
近
い
時
代
は
、
想
像
す
ら

で
き
な
い
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
と
に
か
く
、
今
の
時
代
は
疋
気

で
働
け
る
う
ち
は
何
歳
で
あ
ろ
う

と
頃
辰
　
て
動
き
　
そ
れ
が
ま
た

長
生
き
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
思

い
ま
す
．

　
高
齢
化
が
深
刻
な
松
之
山
で
す

が
　
　
　
…
i
珍
在
、
総
人
日
四
、

皿
几
四
人
に
対
し
、
六
卜
歳
以
L

　
の
人
U
は
一
、
三
四
二
人
。
率

　
に
し
て
三
二
％
、
三
人
に
一
人

　
　
は
六
十
歳
以
L
の
人
と
い
う

　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
そ
れ
だ
け
に
、
お
年
寄
り

　
　
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
や
地

　
　
　
域
で
果
た
す
役
割
も
大

　
　
　
変
重
要
と
な
っ
て
来
ま

　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
健
康
に
注
意
さ
れ
て

　
　
　
　
　
長
生
き
を
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
さ
し
。

松之山町の長寿者
①
佐
藤

②
福
原

③
村
山

④
保
坂

卜20スべ
ト
ヨ
（
藤
内
名
）

タ
マ
（
天
水
越
）

カ
ッ
（
赤
倉
）

タ
ッ
（
松
口
）

⑤
樋
口
福
太
郎
（
湯
山
）

⑥
相
沢
喜
重
郎
（
水
梨
）

⑦
佐
藤
　
ヤ
ス
（
天
水
越
）

⑧
志
賀
　
ミ
キ
（
松
ロ
）

⑨
相
沢
シ
サ
ノ
（
小
谷
）

⑩
久
保
田
ヲ
ヨ
（
新
田
）

⑪
相
田
　
弥
古
（
大
荒
戸
）

⑫
高
橋
　
ス
ミ
ー
（
中
尾
）

　
　
　
　
タ
カ
（
田
麦
立
）

⑭
m
中
　
ハ
ヤ
（
小
谷
）

⑮
山
口
　
ト
メ
（
藤
倉
）

⑯
小
野
塚
カ
ネ
（
束
川
）

⑰
津
端
　
コ
ト
（
光
問
）

⑱
佐
藤
　
な
お
（
天
水
越
）

⑲
佐
藤
　
マ
チ
（
天
水
越
）

⑳
小
口
　
武
男
（
松
之
山
）
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歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

郷
土
史

「
松
之
山
郷
．

南
組
三
十
騙
ケ
村
』

　
　
　
　
　
　
　
を
刊
行

　
松
之
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
程
、
松
之
山
郷
土
史
「
松
之

山
郷
南
組
三
十
一
ケ
村
」
を
刊
行

し
、
読
者
の
希
望
を
募
っ
て
い
ま

す
。
　
（
一
冊
千
円
）

　
こ
の
「
南
組
三
十
一
ケ
村
」
は

松
之
山
郷
土
史
の
五
冊
目
に
あ
た

り
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
初

期
に
か
け
て
の
松
之
山
の
様
子
や

出
来
事
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

な
か
で
も
松
之
山
温
泉
の
土
地
騒

動
は
今
ま
で
表
に
出
た
事
が
な
く
、

貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
執
筆
を
さ
れ
た
町
文
化
財

委
員
相
沢
和
夫
氏
の
努
力
に
よ
り
、

非
常
に
読
み
ゃ
す
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
を
知
る
う
え
で
非
常
に

役
立
つ
一
冊
で
す
。
是
非
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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あ
り
ま
す
が
、

な
か
で
も
松
之
山
温
泉
の
土
地
騒

動
は
今
ま
で
表
に
出
た
事
が
な
く
、

貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
執
筆
を
さ
れ
た
町
文
化
財

委
員
相
沢
和
夫
氏
の
努
力
に
よ
り
、

非
常
に
読
み
ゃ
す
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
を
知
る
う
え
で
非
常
に

役
立
つ
一
冊
で
す
。
是
非
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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まつのやま（61

成人式でした

鳥轟

　
毎
年
お
盆
の
十
四
日
に
行
っ
て

い
る
松
之
山
町
の
成
人
式
。
今
年

も
大
勢
の
成
人
者
が
出
席
し
て
二

十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
人
対
象
者
は
九
十
六

人
で
、
そ
の
内
の
八
卜
四
人
の
方

が
式
典
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
中
で
地
・
兀
で
働
い
て

い
る
方
は
三
人
だ
そ
う
で
す
．

　
今
年
の
成
人
式
で
注
目
を
集
め

た
の
が
式
典
の
会
場
設
定
で
す
。

記
念
写
真
は
今
ま
で
通
り
町
民
体

育
館
で
行
い
、
式
典
を
松
U
の
美

人
林
に
大
厳
寺
に
貯
蔵
し
て
お
い

た
辮
を
運
ん
で
行
う
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
。
ぶ
な
林
の
木
漏
れ

日
が
さ
す
中
で
の
成
人
式
は
非
常

に
新
鮮
で
、
印
象
深
い
も
の
で
し

た
．　
来
賓
と
地
元
松
口
部
落
の
皆
さ

ん
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
新
成
人

た
ち
は
、
落
葉
の
上
に
設
け
ら
れ

た
席
に
つ
き
教
育
長
、
町
長
か
ら

開
式
の
辞
と
告
辞
を
受
け
、
成
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
事
に

な
り
ま
し
た
、
こ
の
後
、
町
議
会

議
長
が
祝
辞
を
行
い
、
こ
れ
を
受

け
て
新
成
人
を
代
表
し
て
高
沢
美

新成人を代表して高沢美智子さんが

答辞をのべました。

」
ぶな林の木漏れ日と、セミ時雨の中で祝宴が。

ステージの雪が冷たそう

思い出に残．る

智
子
さ
ん
が
、
　
「
成
人
式
を
迎
え
、

そ
の
喜
び
と
責
任
の
重
さ
を
強
く

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
白
分
を

見
失
う
こ
と
な
く
新
し
い
社
会
を

築
く
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
一
と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
の
雪
の
中

に
埋
め
ら
れ
た
樽
酒
の
鏡
割
り
が

行
わ
れ
、
そ
の
お
酒
で
全
員
が
乾

杯
し
た
の
ち
、
祝
賀
。
ハ
ー
テ
ィ
に

移
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
で

使
わ
れ
た
徳
利
・
盃
・
皿
な
ど
は
、

公
民
館
の
職
員
が
青
竹
を
利
用
し

て
作
っ
た
も
の
で
、
自
然
と
ま
っ

）ぐ　　　，　　、　』己
緊張の中で！後の方では地元の方々が見守る

”轡昌漏
ち
し
て
素
晴
ら
し
い
演
出
効
果
を

発
揮
し
て
好
評
で
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
雪
で

作
っ
た
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
ハ
ダ
シ

で
上
が
り
、
；
日
づ
つ
抱
負
や
現

准
の
状
況
を
話
し
て
来
る
と
い
う

冷
た
く
厳
し
い
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

滑
っ
て
転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
全
貝
が
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．

　
大
白
然
の
中
で
の
手
作
り
成
人

式
。
い
つ
ま
で
も
思
い
出
と
し
て

残
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
．

饗

璽暖謬
雪で冷された樽酒で
成木の門出を猛乞」■■

　
，
7
，
鴫
♂
5

卜爵

≠

　
　
、
、

　
　
　
・
歯
甑

　
　
　
　
θ
ヂ

全
　
憾
　
器
　
．
仁

，
バ
つ

　
作

　
　
で

　
　
竹
豊
者

アトラクション　雪の上をハダシで
上り、一言ずつ誓いの言葉を

？
．
げ
」

ノ

父から子への
メッセージが贈ら
れる。
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4
新
生
”
松
之
山
町
農
協
”
ス
タ
ー
ト

　　　　　　　　　　　隔

　　　　　　　㌧
新組合長となった山岸英司氏

　
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
一
町
一

農
協
が
こ
の
程
よ
う
や
く
実
現
し
、

八
月
一
日
よ
り
「
新
松
之
山
町
農

協
し
が
発
足
、
ス
9
ー
ト
し
ま
し

た
。
　
日
本
の
農
業
が
年
々
追
い
込
ま

れ
て
い
る
中
で
、
特
に
松
之
山
の

よ
う
な
米
単
作
地
帯
は
減
反
・
米

価
引
き
下
げ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

厳
し
い
情
勢
下
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
話

の
進
ん
で
い
た
松
之
山
町
・
浦
田

の
両
農
協
の
合
併
が
成
立
し
、
八

目
一
日
、
自
然
休
養
村
セ
ン
9
1

に
お
い
て
理
事
及
び
全
職
員
が
参

加
し
て
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
組
合
長
と
な
っ
た
山
岸
英
司

氏
が
挨
拶
を
行
い
、
　
「
今
、
農
業

の
前
途
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
新
し
い
農
協
作
り
を

や
っ
て
行
き
た
い
四
と
話
さ
れ
、

そ
の
後
を
受
け
て
保
坂
近
良
副
組

合
長
が
合
併
ま
で
の
経
過
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
の
あ
と
山
岸
組
合
長

か
ら
職
員
［
人
一
人
に
辞
令
の
交

何
が
あ
り
、
名
実
と
も
に
新
農
協

が
ス
9
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
規
模
拡
大
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
し
、
農
家
の
た
め

の
農
協
つ
く
り
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　、熱、

欝

一
人
一
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た

　
三
省
小
学
校
で
は
校
舎
裏
に
あ

る
畑
を
利
用
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も

や
カ
ホ
チ
ャ
、
豆
な
ど
の
野
莱
を

栽
培
し
て
、
給
食
や
収
穫
祭
の
と

き
食
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
程
、

じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
た
後
に
、

そ
ば
を
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
、

八
月
十
日
の
集
合
日
に
全
員
で
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
“
そ
ば
”
は
町
と
し
て
も
特
産

2
学
校
菜
園
で
“
そ
ば
”
作
り
三
省
小
学
校

品
に
し
た
い
と
力
を
入
れ
は
じ
め

た
も
の
で
、
現
在
な
か
な
か
栽
培

し
て
い
る
所
を
見
る
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら

選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
ま
い
た
そ
ば
は
“
信
州

大
そ
ば
”
と
い
う
種
類
で
、
信
州

大
学
で
開
発
し
た
新
し
い
大
粒
の

収
量
の
多
い
そ
ば
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
農
協
の
営
農
指

導
員
・
樋
口
さ
ん
か
ら
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
丁
寧
に
一
粒
一
粒
ま

い
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
い
っ
ば
い
収
穫
で
き
る
と

い
い
で
ず
ね
。

饗罧躍、・　、　。’　　、・黙醗

集合日を利用してそばの種まき

rP

ゑ㌃

峯

3
町
内
学
童
水
泳
大
会

／
’みんな強そうだなあ開会式

5
つ
の
新
記
録
誕
生

　
今
年
も
町
内
各
小
学
校
か
ら
四

年
生
以
上
の
児
童
が
参
加
し
て
、

親
善
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
女
子

の
万
で
大
会
新
記
録
が
多
く
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
し
月
二
十
九
日
、
町
民
ブ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
、
先
生
や

父
田
の
声
援
を
受
け
て
一
生
け
ん

命
頑
張
る
児
童
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
各
種
目
に
好
記
録
が
続
出
し
ま

し
た
が
、
新
記
録
の
も
の
だ
け
掲

載
し
ま
す
。

◎
5
年
生
（
男
）
　
25
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
勝
彦
（
東
川
小
）
24
秒
8

◎
5
年
生
（
女
）
　
2
5
m
ク
ロ
ー
ル

　
竹
内
雅
子
（
浦
田
小
）
1
7
秒
2

◎
6
年
生
（
女
）
　
2
5
m
ク
ロ
ー
ル

　
高
橋
理
恵
（
松
里
小
）
1
6
秒
6

◎
6
年
生
（
女
）
　
2
5
m
平
泳
ぎ

　
福
原
育
恵
（
松
里
小
）
21
秒
8

◎
6
年
生
（
女
）
　
5
0
m
Ψ
泳
ぎ

　
福
原
育
恵
（
松
里
小
）
4
7
秒
9

　　

、～馨
軟
憶、

さあスタート。みんなガンバレ

9）まつのやま

自然休養村センターでの検診風景

4
堺
先
生
あ
り
が
と
う
。
乳
幼
児
検
診
拝
見

　
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
ず
っ
と

松
之
山
の
子
供
た
ち
を
診
察
し
て

く
れ
て
い
る
先
生
が
い
ま
す
。
新

潟
大
学
附
属
病
院
小
児
科
の
堺
蕪

教
授
が
そ
の
先
生
で
す
。

　
函
年
、
春
・
夏
の
二
回
、
松
之

山
の
子
供
た
ち
の
検
診
を
お
願
い

し
て
い
ま
ず
が
、
今
ま
で
に
重
い

病
気
や
親
の
気
付
か
な
い
病
気
な

ど
を
先
生
か
ら
発
見
し
て
も
ら
い
、

早
め
に
処
置
さ
れ
大
事
に
い
た
ら

な
か
っ
た
例
な
ど
沢
山
あ
り
、
小

児
科
の
専
門
医
が
近
く
に
い
な
い

松
之
山
に
と
っ
て
、
大
変
あ
り
が

た
い
先
生
で
す
。

　
ム
フ
年
も
夏
の
乳
幼
児
検
診
が
八

月
八
日
に
行
わ
れ
、
○
歳
～
三
歳

ま
で
の
乳
幼
児
が
堺
先
生
の
診
察

を
受
け
ま
し
た
。

「
田
と
子
二
代
堺
先
生
か
ら
お
世

話
に
な
っ
た
四
と
い
う
万
も
最
近

多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

「どれどれ大丈夫かな？」
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地
帯
は
減
反
・
米

価
引
き
下
げ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

厳
し
い
情
勢
下
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
話

の
進
ん
で
い
た
松
之
山
町
・
浦
田

の
両
農
協
の
合
併
が
成
立
し
、
八

目
一
日
、
自
然
休
養
村
セ
ン
9
1

に
お
い
て
理
事
及
び
全
職
員
が
参

加
し
て
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
組
合
長
と
な
っ
た
山
岸
英
司

氏
が
挨
拶
を
行
い
、
　
「
今
、
農
業

の
前
途
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
新
し
い
農
協
作
り
を

や
っ
て
行
き
た
い
四
と
話
さ
れ
、

そ
の
後
を
受
け
て
保
坂
近
良
副
組

合
長
が
合
併
ま
で
の
経
過
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
の
あ
と
山
岸
組
合
長

か
ら
職
員
［
人
一
人
に
辞
令
の
交

何
が
あ
り
、
名
実
と
も
に
新
農
協

が
ス
9
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
規
模
拡
大
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
し
、
農
家
の
た
め

の
農
協
つ
く
り
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　、熱、

欝

一
人
一
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た

　
三
省
小
学
校
で
は
校
舎
裏
に
あ

る
畑
を
利
用
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も

や
カ
ホ
チ
ャ
、
豆
な
ど
の
野
莱
を

栽
培
し
て
、
給
食
や
収
穫
祭
の
と

き
食
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
程
、

じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
た
後
に
、

そ
ば
を
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
、

八
月
十
日
の
集
合
日
に
全
員
で
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
“
そ
ば
”
は
町
と
し
て
も
特
産

2
学
校
菜
園
で
“
そ
ば
”
作
り
三
省
小
学
校

品
に
し
た
い
と
力
を
入
れ
は
じ
め

た
も
の
で
、
現
在
な
か
な
か
栽
培

し
て
い
る
所
を
見
る
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら

選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
ま
い
た
そ
ば
は
“
信
州

大
そ
ば
”
と
い
う
種
類
で
、
信
州

大
学
で
開
発
し
た
新
し
い
大
粒
の

収
量
の
多
い
そ
ば
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
農
協
の
営
農
指

導
員
・
樋
口
さ
ん
か
ら
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
丁
寧
に
一
粒
一
粒
ま

い
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
い
っ
ば
い
収
穫
で
き
る
と

い
い
で
ず
ね
。

饗罧躍、・　、　。’　　、・黙醗

集合日を利用してそばの種まき

rP

ゑ㌃

峯

3
町
内
学
童
水
泳
大
会

／
’みんな強そうだなあ開会式

5
つ
の
新
記
録
誕
生

　
今
年
も
町
内
各
小
学
校
か
ら
四

年
生
以
上
の
児
童
が
参
加
し
て
、

親
善
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
女
子

の
万
で
大
会
新
記
録
が
多
く
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
し
月
二
十
九
日
、
町
民
ブ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
、
先
生
や

父
田
の
声
援
を
受
け
て
一
生
け
ん

命
頑
張
る
児
童
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
各
種
目
に
好
記
録
が
続
出
し
ま

し
た
が
、
新
記
録
の
も
の
だ
け
掲

載
し
ま
す
。

◎
5
年
生
（
男
）
　
25
m
背
泳
ぎ

　
小
野
塚
勝
彦
（
東
川
小
）
24
秒
8

◎
5
年
生
（
女
）
　
2
5
m
ク
ロ
ー
ル

　
竹
内
雅
子
（
浦
田
小
）
1
7
秒
2

◎
6
年
生
（
女
）
　
2
5
m
ク
ロ
ー
ル

　
高
橋
理
恵
（
松
里
小
）
1
6
秒
6

◎
6
年
生
（
女
）
　
2
5
m
平
泳
ぎ

　
福
原
育
恵
（
松
里
小
）
21
秒
8

◎
6
年
生
（
女
）
　
5
0
m
Ψ
泳
ぎ

　
福
原
育
恵
（
松
里
小
）
4
7
秒
9

　　

、～馨
軟
憶、

さあスタート。みんなガンバレ

9）まつのやま

自然休養村センターでの検診風景

4
堺
先
生
あ
り
が
と
う
。
乳
幼
児
検
診
拝
見

　
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
ず
っ
と

松
之
山
の
子
供
た
ち
を
診
察
し
て

く
れ
て
い
る
先
生
が
い
ま
す
。
新

潟
大
学
附
属
病
院
小
児
科
の
堺
蕪

教
授
が
そ
の
先
生
で
す
。

　
函
年
、
春
・
夏
の
二
回
、
松
之

山
の
子
供
た
ち
の
検
診
を
お
願
い

し
て
い
ま
ず
が
、
今
ま
で
に
重
い

病
気
や
親
の
気
付
か
な
い
病
気
な

ど
を
先
生
か
ら
発
見
し
て
も
ら
い
、

早
め
に
処
置
さ
れ
大
事
に
い
た
ら

な
か
っ
た
例
な
ど
沢
山
あ
り
、
小

児
科
の
専
門
医
が
近
く
に
い
な
い

松
之
山
に
と
っ
て
、
大
変
あ
り
が

た
い
先
生
で
す
。

　
ム
フ
年
も
夏
の
乳
幼
児
検
診
が
八

月
八
日
に
行
わ
れ
、
○
歳
～
三
歳

ま
で
の
乳
幼
児
が
堺
先
生
の
診
察

を
受
け
ま
し
た
。

「
田
と
子
二
代
堺
先
生
か
ら
お
世

話
に
な
っ
た
四
と
い
う
万
も
最
近

多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

「どれどれ大丈夫かな？」
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9
月
2
3
日
～
27
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
五
十
嵐
先
生
が
全
国
国
保
医
学

会
出
席
の
た
め
、
二
十
三
日
の
秋

分
の
日
か
ら
二
十
七
日
の
日
曜
日

ま
で
休
診
と
な
り
ま
す
。
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

　
今
、
診
療
所
脇
の
花
壇
で
ひ
ま

わ
り
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
　
（
背
丈
も
花
も
大
き
い
ん

で
す
）

　
こ
れ
は
、
診
療
所
の
職
員
が
暇

へ

　
　
診

を
見
つ
け
て
手
入
れ
し
て
来
た
も

の
、
で
、
本
当
に
き
れ
い
に
咲
き
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
．

　
「
診
療
所
を
訪
ず
れ
る
患
者
さ

ん
方
の
、
少
し
、
で
も
心
の
安
ら
ぎ

に
な
れ
ば
一
と
、
事
務
．
長
さ
ん
が

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
花
の
あ
る
生
活
。
大
事
に
し
た

い
、
で
す
ね
．

○覆画戴諭i

商工会青年・婦人部
望～～～，～（レ～～～～（＿ン～＿”＿～～～～～～

　
前
の
広
報
．
、
て
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
商
工
会
背
年
部
・
婦
人
部
の

方
た
ち
が
進
め
て
い
る
「
松
之
山

美
化
運
動
」
が
、
こ
の
程
、
当
初

の
計
画
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
町
で
も

取
り
組
ん
、
で
い
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
ふ
る
さ
と
運
動
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
．

　
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
運
動
は
、
花
の
種

や
蕾
と
プ
ラ
ン
タ
ー
の
配
布
に
始

ま
り
、
こ
の
程
、
～
ご
み
、
空
き
缶

等
の
投
げ
捨
て
林
．
．
小
止
の
手
作
り
看

板
三
十
本
の
設
置
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
．　
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
が
ま
ん
中
に

人
っ
て
い
る
丸
い
看
板
に
、
・
目
を

と
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

あ
の
看
板
に
は
ド
の
方
に
標
語
や

地
名
が
人
っ
て
お
り
、
観
光
地
案

内
も
兼
ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
∴
尚
等

学
校
の
生
徒
を
対
象
に
募
集
し
た

美
化
運
動
の
標
語
に
は
．
三
〇
．
丘
点

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
優

秀
な
作
・
…
十
二
点
を
選
び
、
看
板

等
に
記
人
し
て
美
化
の
呼
び
か
け

に
一
役
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
標
語

黙がん“の、
　　　　発生率を高める喫煙習慣

松之山診療所脇の花壇には大きな

ヒマワリの花がいっばい

は
、
松
之
山
中
二
年
・
滝
沢
豊
和

君
の「

気
、
づ
か
な
い
　
自
然
の
重
み
忘

　
れ
ず
に
」
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
優
秀
作
品
に
三
人
、
入

選
に
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
作
品
に
も
、
　
「
豊
か
な
自
然

を
持
つ
郷
土
を
大
切
に
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
、
良
く
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
看
板

を
見
つ
け
た
ら
注
意
し
て
見
て
下

さ
い
。

　
白
分
た
ち
の
住
ん
、
で
い
る
町
を
、

自
ら
汚
す
事
の
な
い
よ
う
注
意
し

た
い
も
の
、
で
す
。

急
増
し
て
い
る
肺
が
ん
の
死
亡
率

　
が
ん
は
昭
和
．
五
十
六
年
以
来
、

日
本
の
「
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
」

の
ト
ッ
プ
を
h
口
め
て
い
ま
す
。
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
中
で
死
亡
率
が

最
も
高
い
の
が
胃
が
ん
で
、
そ
の

次
が
肺
が
ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い

ま
す
。
肺
が
ん
の
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
喫
煙

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
報

告
が
あ
り
、
い
ま
改
め
て
た
ば
こ

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
と
肺
が
ん
の
関
係
は
、
喫
煙
量

が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
喫
煙
開
始

年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
が
ん
の
発
生

率
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
例
え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が

肺
が
ん
、
で
死
亡
す
る
確
率
は
、
吸

わ
な
い
人
の
四
・
一
倍
に
な
る
と

い
う
デ
ー
タ
ー
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
　
一
H
に
、
症
レ
本
以
上
吸
う

人
は
、
そ
の
確
率
が
八
・
六
倍
に

上
が
り
、
そ
れ
以
上
吸
う
入
は
さ

ら
に
、
死
亡
率
が
高
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
．

さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
に

　
影
響
を
及
ぽ
す
喫
煙

　
図
、
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
喫
煙

は
肺
が
ん
だ
け
、
で
な
く
、
さ
ま
ざ

現況届は
誕生月に提出を！

●非喫煙者と比較した
　　　　　　　　　喫煙者の死亡率

隅
。 　
）

ん
倍
ん
倍

が
3
が
－

頭
皿
道
乞

一
喉
　
食

じ
ノ
も

⑭

一

　こう

口腔がん
　　4．6倍

盈、

肺がん
　4．1倍

胃がん
　1．5倍

すい

　臓がん
　1．5倍

冠動脈性
心臓病
　1．7倍

蹴依
肝硬変
I　L3倍

ま
な
が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
．

　
が
ん
の
発
生
原
因
が
ト
分
明
ら

か
で
な
く
、
｛
、
兆
全
と
い
え
る
治
療

方
法
が
な
い
現
在
、
喫
煙
の
習
慣

を
改
め
る
こ
と
は
重
要
な
予
防
方

法
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
・
鼎
期
治
療
は
、
最
も
有
効

な
予
防
方
法
の
一
っ
、
で
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
，
つ
。

観光案内も兼ねるという手作り看板が、

町内あちこちに建てられました。

　
国
民
年
金

の
老
齢
年
金
等
を
受

給
し
て
い
る
人
が
、
提
出
す
る
現

況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
毎
年
一
回
誕
生
月
に

受
給
者
が
役
場
で
生
存
の
証
明
を

受
け
て
、
直
接
社
会
保
険
庁
へ
提

出
す
る
も
の
で
す
。

　
現
況
届
は
受
給
者
の
誕
生
．
月
の

末
日
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
引
き
続
き
年
金
を
支
払
っ
て

良
い
か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
誕
生
月
の
翌
月
分

の
支
払
期
か
ら
年
金
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
差
し
止
め
は
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
続
き

ま
す
が
、
提
出
さ
れ
れ
ば
差
し
止

め
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
さ
か

の
ぼ
り
年
金
が
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
支
払
い
ま
で
に
日
数
が
か

か
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
、
で
、

必
ず
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
局
の
用
紙
（
ハ
ガ

キ
）
は
、
社
会
保
険
庁
の
業
務
課

か
ら
受
給
者
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま

す
が
、
も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り

紛
失
し
た
と
き
は
．
早
目
に
役
場

の
年
金
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
．
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商工会青年・婦人部
望～～～，～（レ～～～～（＿ン～＿”＿～～～～～～

　
前
の
広
報
．
、
て
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
商
工
会
背
年
部
・
婦
人
部
の

方
た
ち
が
進
め
て
い
る
「
松
之
山

美
化
運
動
」
が
、
こ
の
程
、
当
初

の
計
画
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
町
で
も

取
り
組
ん
、
で
い
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
ふ
る
さ
と
運
動
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
．

　
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
運
動
は
、
花
の
種

や
蕾
と
プ
ラ
ン
タ
ー
の
配
布
に
始

ま
り
、
こ
の
程
、
～
ご
み
、
空
き
缶

等
の
投
げ
捨
て
林
．
．
小
止
の
手
作
り
看

板
三
十
本
の
設
置
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
．　
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
が
ま
ん
中
に

人
っ
て
い
る
丸
い
看
板
に
、
・
目
を

と
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

あ
の
看
板
に
は
ド
の
方
に
標
語
や

地
名
が
人
っ
て
お
り
、
観
光
地
案

内
も
兼
ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
∴
尚
等

学
校
の
生
徒
を
対
象
に
募
集
し
た

美
化
運
動
の
標
語
に
は
．
三
〇
．
丘
点

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
優

秀
な
作
・
…
十
二
点
を
選
び
、
看
板

等
に
記
人
し
て
美
化
の
呼
び
か
け

に
一
役
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
標
語

黙がん“の、
　　　　発生率を高める喫煙習慣

松之山診療所脇の花壇には大きな

ヒマワリの花がいっばい

は
、
松
之
山
中
二
年
・
滝
沢
豊
和

君
の「

気
、
づ
か
な
い
　
自
然
の
重
み
忘

　
れ
ず
に
」
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
優
秀
作
品
に
三
人
、
入

選
に
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
作
品
に
も
、
　
「
豊
か
な
自
然

を
持
つ
郷
土
を
大
切
に
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
、
良
く
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
看
板

を
見
つ
け
た
ら
注
意
し
て
見
て
下

さ
い
。

　
白
分
た
ち
の
住
ん
、
で
い
る
町
を
、

自
ら
汚
す
事
の
な
い
よ
う
注
意
し

た
い
も
の
、
で
す
。

急
増
し
て
い
る
肺
が
ん
の
死
亡
率

　
が
ん
は
昭
和
．
五
十
六
年
以
来
、

日
本
の
「
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
」

の
ト
ッ
プ
を
h
口
め
て
い
ま
す
。
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
中
で
死
亡
率
が

最
も
高
い
の
が
胃
が
ん
で
、
そ
の

次
が
肺
が
ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い

ま
す
。
肺
が
ん
の
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
喫
煙

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
報

告
が
あ
り
、
い
ま
改
め
て
た
ば
こ

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
と
肺
が
ん
の
関
係
は
、
喫
煙
量

が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
喫
煙
開
始

年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
が
ん
の
発
生

率
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
例
え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が

肺
が
ん
、
で
死
亡
す
る
確
率
は
、
吸

わ
な
い
人
の
四
・
一
倍
に
な
る
と

い
う
デ
ー
タ
ー
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
　
一
H
に
、
症
レ
本
以
上
吸
う

人
は
、
そ
の
確
率
が
八
・
六
倍
に

上
が
り
、
そ
れ
以
上
吸
う
入
は
さ

ら
に
、
死
亡
率
が
高
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
．

さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
に

　
影
響
を
及
ぽ
す
喫
煙

　
図
、
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
喫
煙

は
肺
が
ん
だ
け
、
で
な
く
、
さ
ま
ざ

現況届は
誕生月に提出を！

●非喫煙者と比較した
　　　　　　　　　喫煙者の死亡率

隅
。 　
）

ん
倍
ん
倍

が
3
が
－

頭
皿
道
乞

一
喉
　
食

じ
ノ
も

⑭

一

　こう

口腔がん
　　4．6倍

盈、

肺がん
　4．1倍

胃がん
　1．5倍

すい

　臓がん
　1．5倍

冠動脈性
心臓病
　1．7倍

蹴依
肝硬変
I　L3倍

ま
な
が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
．

　
が
ん
の
発
生
原
因
が
ト
分
明
ら

か
で
な
く
、
｛
、
兆
全
と
い
え
る
治
療

方
法
が
な
い
現
在
、
喫
煙
の
習
慣

を
改
め
る
こ
と
は
重
要
な
予
防
方

法
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
・
鼎
期
治
療
は
、
最
も
有
効

な
予
防
方
法
の
一
っ
、
で
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
，
つ
。

観光案内も兼ねるという手作り看板が、

町内あちこちに建てられました。

　
国
民
年
金

の
老
齢
年
金
等
を
受

給
し
て
い
る
人
が
、
提
出
す
る
現

況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
毎
年
一
回
誕
生
月
に

受
給
者
が
役
場
で
生
存
の
証
明
を

受
け
て
、
直
接
社
会
保
険
庁
へ
提

出
す
る
も
の
で
す
。

　
現
況
届
は
受
給
者
の
誕
生
．
月
の

末
日
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
引
き
続
き
年
金
を
支
払
っ
て

良
い
か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
誕
生
月
の
翌
月
分

の
支
払
期
か
ら
年
金
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
差
し
止
め
は
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
続
き

ま
す
が
、
提
出
さ
れ
れ
ば
差
し
止

め
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
さ
か

の
ぼ
り
年
金
が
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
支
払
い
ま
で
に
日
数
が
か

か
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
、
で
、

必
ず
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
局
の
用
紙
（
ハ
ガ

キ
）
は
、
社
会
保
険
庁
の
業
務
課

か
ら
受
給
者
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま

す
が
、
も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り

紛
失
し
た
と
き
は
．
早
目
に
役
場

の
年
金
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
．
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市
町
村
緑
化
特
別
推
進
事
業
で

「
黒
倉
十
文
字
公
園
」
を
整
備

　
黒
倉
入
口
に
あ
る
十
文
字
公
園

が
、
緑
化
特
別
推
進
事
業
に
よ
り

大
変
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
、

市
町
村
緑
化
特
別
推
進
嘉
業
の
助

成
を
受
け
て
、
公
園
内
の
整
備
を

し
た
も
の
で
、
松
や
桜
、
ツ
ツ
．
シ
、

山
吹
な
ど
の
植
栽
や
芝
張
り
が

行
わ
れ
、
　
一
〇
ん
万
円
の
事
業
費

を
か
け
ま
し
た
．

　
こ
の
整
備
に
よ
り
ト
文
字
公
園

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
．
白
休
庚
申
塚
と

と
も
に
、
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ

と
し
て
町
民
や
観
光
客
か
ら
親
し

ま
れ
る
公
園
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。

松や桜、ツツジ、山吹などが植えられ、

立派に整備された公園

忙
中
、
に
閑
を
9

　
六
十
歳
に
な
っ
て
も
、
七
十
歳

に
な
っ
て
も
、
現
役
で
、
バ
リ
、
、
ハ
リ

働
い
て
い
る
戦
中
派
の
皆
さ
ん
、

忙
が
し
さ
の
中
か
ら
、
少
し
暇
を

作
っ
て
下
さ
い
。
自
動
車
に
ガ
ソ

リ
ン
が
不
可
欠
の
よ
う
に
、
人
生

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

す
。　
お
茶
飲
み
会
、
酒
飲
み
会
も
立

派
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

明
る
い
太
陽
の
下
で
声
を
出
し
、

体
を
動
か
し
、
適
当
に
頭
脳
を
使

う
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
。
全
国
で

五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
愛
好
者
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

は
、
誰
に
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。　
安
塚
町
で
は
婦
人
が
大
半
、
浦

川
原
村
一
五
〇
名
、
松
代
町
一
五

〇
名
の
会
員
が
、
余
暇
を
作
っ
て

ハ
ツ
ラ
ツ
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
．
ま
す
。
青
春
を
押
え
つ
け
ら
れ

て
過
し
た
戦
中
派
の
皆
さ
ん
、
誰

に
遠
慮
が
い
る
も
の
で
す
か
、
明

る
い
笑
い
と
適
当
な
運
動
、
健
康

と
長
寿
の
た
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
あ
な
た
の
部
落
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
が
役
員
で
す
。
会
貝
に
な
っ

て
今
ま
で
以
上
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
や
り
ま
し
よ
う
。
お
串
し
込
み

下
さ
い
．

　
　
松
之
山
町
公
民
館
内

　
松
之
山
ゲ
ー
ト
、
ボ
ー
ル
協
会

FA卜

毒m
、

、礁

小型ボイラーの届出義務
が変わりました
　伝熱面積がmm’未満であっても、バーナーの燃焼能力が重油

換算1時問当たり50リットル以上の小型ボイラー設置者は、届

出が必要です。

　昭和60年9月10日施行の大気汚染防止法施行令一部改正によ
り、規制対象となるボイラーの規模要件が、　「伝熱面積が16平

方メートル以上であること」という従来の要件に、　「伝熱面積

が10平方メートル未満のものであってもバーナーの燃料の燃焼

能力が重油換算1時間当たり50リットル以上であること」が追

加されました。

　これに伴う届出等の手続きは次のとおりですので、届出もれ

がないようご注意ください。　　　　　　　保健衛生係

〔届出先〕〔届昌i其月限〕1届出等

昭和60年9月9日まで
に設置の工事が着手
された小型ボイラー

昭和62年9月10日以
降10月9日までに届
出が必要

　保
県健
公所
害又
対は
策
課

（改正施行令62年9月10日以降適用）

昭和60年9月10日以
降設置の工事が着手
された小型ボイラー

昭和60年9月10日以
降速やかな届出が必
要

（改正施行令60年9月10日以降適用）

交通事故多発！

死亡事故の
　　記録更新
　県内の交通事故が激増して

います。特に死亡を伴う事故

が多く発生し、8月11日より
連続β0日間も死亡事故が続き

従来の17日というワースト記

録を更新しました。

　死亡者の数も8月30日現在
141人と、前年より40人も多
くなっています。

　高速交通の時代となって、

県外からの車が非常に増えて

います。

　事故に十分注意しましょう。

　
松
之
山
町
史
編
集
調
査
執
筆
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
ね
て
か
ら
町
史
の
編
集
委
貝

の
外
に
調
査
執
筆
委
員
を
選
任
、

委
嘱
を
し
て
編
集
に
か
か
る
こ
と

に
な
り
、
今
度
二
十
六
名
の
委
員

を
選
任
委
嘱
を
し
、
八
月
二
十
二

日
編
集
委
員
並
に
調
査
執
筆
委
員

の
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
調
査
．
執
筆
委
員
の
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

町史編集調査執筆委員

決まる
No．3

スヒ・，ドはしづ’、

鯨〆＼亥、えあた

調
査
担
当
分
野

氏
　
　
名

職
　
　
　
名

自
然
編

地
形
地
質

渡
辺
　
　
隆

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

天
野
　
和
孝

上
越
教
育
大
講
師

〃

〃

久
保
田
吉
則

東
頸
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

水
　
分

林
　
康
久

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

中
川
　
清
隆

上
越
教
育
大
助
教
授

〃

〃

竹
内
　
　
実

頸
城
中
教
諭

〃

生
　
物

大
悟
法
滋

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

村
山
　
健

日
本
野
鳥
会
員

〃

〃

高
沢
宏
保

春
日
新
田
小
教
諭

〃

〃

村
山
　
曉

直
江
津
南
小
教
諭

〃

〃

久
保
田
均

＋
日
町
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

〃

中
村
　
登
流

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

山
岸
　
秀
夫

大
島
中
教
頭

〃

〃

高
沢
　
誠
一

新
井
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

〃

長
谷
川
康
雄

高
田
養
護
学
校
教
頭

〃

〃

中
村
俊
枝

直
江
津
南
小
教
諭

歴
史
編

考
古
原
始

小
野
塚
正

町
文
化
財
委
員

〃

〃
（
近
世
）

望
月
　
正
樹

南
本
町
小
教
諭

〃

占
代
中
世

花
ケ
前
盛
明

直
江
津
高
教
諭

〃

〃

田
浪
竜
之

徳
泉
寺
住
職

〃

近
　
世

中
沢
　
肇

上
越
文
化
財
委
員

〃

近
　
代

室
橋
正
美

松
之
山
中
教
諭

〃

近
　
代

新
井
　
一
昭

三
省
小
教
諭

〃

現
　
代

楡
井
　
章

浦
田
小
校
長

〃

〃

桐
原
　
雅
央

松
之
山
高
教
諭

〃

〃

皆
川
　
武
志

松
之
山
高
教
諭
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円
の
事
業
費

を
か
け
ま
し
た
．

　
こ
の
整
備
に
よ
り
ト
文
字
公
園

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
．
白
休
庚
申
塚
と

と
も
に
、
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ

と
し
て
町
民
や
観
光
客
か
ら
親
し

ま
れ
る
公
園
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。

松や桜、ツツジ、山吹などが植えられ、

立派に整備された公園

忙
中
、
に
閑
を
9

　
六
十
歳
に
な
っ
て
も
、
七
十
歳

に
な
っ
て
も
、
現
役
で
、
バ
リ
、
、
ハ
リ

働
い
て
い
る
戦
中
派
の
皆
さ
ん
、

忙
が
し
さ
の
中
か
ら
、
少
し
暇
を

作
っ
て
下
さ
い
。
自
動
車
に
ガ
ソ

リ
ン
が
不
可
欠
の
よ
う
に
、
人
生

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

す
。　
お
茶
飲
み
会
、
酒
飲
み
会
も
立

派
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

明
る
い
太
陽
の
下
で
声
を
出
し
、

体
を
動
か
し
、
適
当
に
頭
脳
を
使

う
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
。
全
国
で

五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
愛
好
者
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

は
、
誰
に
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。　
安
塚
町
で
は
婦
人
が
大
半
、
浦

川
原
村
一
五
〇
名
、
松
代
町
一
五

〇
名
の
会
員
が
、
余
暇
を
作
っ
て

ハ
ツ
ラ
ツ
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
．
ま
す
。
青
春
を
押
え
つ
け
ら
れ

て
過
し
た
戦
中
派
の
皆
さ
ん
、
誰

に
遠
慮
が
い
る
も
の
で
す
か
、
明

る
い
笑
い
と
適
当
な
運
動
、
健
康

と
長
寿
の
た
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
あ
な
た
の
部
落
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
が
役
員
で
す
。
会
貝
に
な
っ

て
今
ま
で
以
上
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
や
り
ま
し
よ
う
。
お
串
し
込
み

下
さ
い
．

　
　
松
之
山
町
公
民
館
内

　
松
之
山
ゲ
ー
ト
、
ボ
ー
ル
協
会

FA卜

毒m
、

、礁

小型ボイラーの届出義務
が変わりました
　伝熱面積がmm’未満であっても、バーナーの燃焼能力が重油

換算1時問当たり50リットル以上の小型ボイラー設置者は、届

出が必要です。

　昭和60年9月10日施行の大気汚染防止法施行令一部改正によ
り、規制対象となるボイラーの規模要件が、　「伝熱面積が16平

方メートル以上であること」という従来の要件に、　「伝熱面積

が10平方メートル未満のものであってもバーナーの燃料の燃焼

能力が重油換算1時間当たり50リットル以上であること」が追

加されました。

　これに伴う届出等の手続きは次のとおりですので、届出もれ

がないようご注意ください。　　　　　　　保健衛生係

〔届出先〕〔届昌i其月限〕1届出等

昭和60年9月9日まで
に設置の工事が着手
された小型ボイラー

昭和62年9月10日以
降10月9日までに届
出が必要

　保
県健
公所
害又
対は
策
課

（改正施行令62年9月10日以降適用）

昭和60年9月10日以
降設置の工事が着手
された小型ボイラー

昭和60年9月10日以
降速やかな届出が必
要

（改正施行令60年9月10日以降適用）

交通事故多発！

死亡事故の
　　記録更新
　県内の交通事故が激増して

います。特に死亡を伴う事故

が多く発生し、8月11日より
連続β0日間も死亡事故が続き

従来の17日というワースト記

録を更新しました。

　死亡者の数も8月30日現在
141人と、前年より40人も多
くなっています。

　高速交通の時代となって、

県外からの車が非常に増えて

います。

　事故に十分注意しましょう。

　
松
之
山
町
史
編
集
調
査
執
筆
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
ね
て
か
ら
町
史
の
編
集
委
貝

の
外
に
調
査
執
筆
委
員
を
選
任
、

委
嘱
を
し
て
編
集
に
か
か
る
こ
と

に
な
り
、
今
度
二
十
六
名
の
委
員

を
選
任
委
嘱
を
し
、
八
月
二
十
二

日
編
集
委
員
並
に
調
査
執
筆
委
員

の
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
調
査
．
執
筆
委
員
の
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

町史編集調査執筆委員

決まる
No．3

スヒ・，ドはしづ’、

鯨〆＼亥、えあた

調
査
担
当
分
野

氏
　
　
名

職
　
　
　
名

自
然
編

地
形
地
質

渡
辺
　
　
隆

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

天
野
　
和
孝

上
越
教
育
大
講
師

〃

〃

久
保
田
吉
則

東
頸
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

水
　
分

林
　
康
久

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

中
川
　
清
隆

上
越
教
育
大
助
教
授

〃

〃

竹
内
　
　
実

頸
城
中
教
諭

〃

生
　
物

大
悟
法
滋

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

村
山
　
健

日
本
野
鳥
会
員

〃

〃

高
沢
宏
保

春
日
新
田
小
教
諭

〃

〃

村
山
　
曉

直
江
津
南
小
教
諭

〃

〃

久
保
田
均

＋
日
町
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

〃

中
村
　
登
流

上
越
教
育
大
教
授

〃

〃

山
岸
　
秀
夫

大
島
中
教
頭

〃

〃

高
沢
　
誠
一

新
井
理
セ
ン
専
任
職
員

〃

〃

長
谷
川
康
雄

高
田
養
護
学
校
教
頭

〃

〃

中
村
俊
枝

直
江
津
南
小
教
諭

歴
史
編

考
古
原
始

小
野
塚
正

町
文
化
財
委
員

〃

〃
（
近
世
）

望
月
　
正
樹

南
本
町
小
教
諭

〃

占
代
中
世

花
ケ
前
盛
明

直
江
津
高
教
諭

〃

〃

田
浪
竜
之

徳
泉
寺
住
職

〃

近
　
世

中
沢
　
肇

上
越
文
化
財
委
員

〃

近
　
代

室
橋
正
美

松
之
山
中
教
諭

〃

近
　
代

新
井
　
一
昭

三
省
小
教
諭

〃

現
　
代

楡
井
　
章

浦
田
小
校
長

〃

〃

桐
原
　
雅
央

松
之
山
高
教
諭

〃

〃

皆
川
　
武
志

松
之
山
高
教
諭
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研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
中
学
生
海
の
集
い

　
松
之
山
中
学
校
二
年
生
の
草
村

友
明
君
が
、
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
開
催
さ
れ
た
”
新
潟
県
中
学

生
海
の
集
い
”
　
（
．
シ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
）
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
八
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
北
海
道
を

中
心
に
行
わ
れ
、
集
団
生
活
を
通

し
て
社
会
参
加
、
知
識
、
技
術
を

学
び
、
リ
ー
ダ
ー
作
り
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
参
加

し
た
草
村
君
か
ら
感
想
文
が
届
い

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

き」L」鵬

鋤

2年草村友明君松之山中

　＄

　l

　l

　き

お1

鯛
や1
心1

紹
障1

淵
あ1

お年りや

障害者と

⑳
る
方
に
対
し
て
は
、
税
金
の
．
面
で

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
．

一
、
お
年
寄
り
本
人
が
一
受
け
ら
れ

　
る
特
典

　
年
齢
が
六
十
．
五
歳
以
ト
で
、
所

得
金
額
が
一
〇
〇
〇
．
乃
円
以
下
の

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
本
人
の
所

得
税
を
計
算
す
る
と
き
、
次
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
僕
は
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
に
は
、
県
か
ら
几

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

の
目
的
は
、
集
団
宿
泊
を
通
じ
て
、

社
会
参
加
、
団
体
活
動
に
関
す
る

知
識
・
技
術
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

で
す
．

　
二
十
一
日
、
十
一
時
に
出
船
し

ま
し
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
中
は
少
し
ゆ
れ
て

い
た
の
で
、
船
酔
い
を
し
な
い
か

心
配
で
し
た
。
　
一
時
問
も
し
た
ら

船
に
も
な
れ
ま
し
た
。

　
二
十
二
日
、
朝
、
四
時
半
に
起

床
で
少
し
眠
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
外
を
見
て
い
た
。
、
五
時
半
に
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

樽
港
に
着
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

0
老
年
者
控
除

　
　
所
得
控
除
の
ひ
と
つ
と
し
て

　
老
年
者
控
除
が
あ
り
、
二
．
κ
万

　
円
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⇔
　
老
年
者
年
金
特
別
控
除

　
　
国
民
年
金
や
．
厚
生
年
金
な
ど

　
の
公
的
年
金
や
恩
給
の
収
人
金

　
額
の
合
計
額
か
ら
老
年
者
年
金

　
特
別
控
除
と
し
て
、
七
八
万
円

　
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ず
っ
と
、
、
ハ
ス
で
し
た
。
札
幌
の
時

計
台
が
す
「
、
一
か
っ
た
で
す
。

　
二
十
三
日
は
羊
蹄
山
登
山
で
し

た
。
と
て
も
高
い
山
で
、
四
時
間

で
や
っ
と
八
合
目
に
着
き
ま
し
た
。

こ
の
H
は
少
し
霧
が
あ
っ
て
頂
上

ま
で
は
登
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
下

る
時
は
と
て
も
足
が
痛
く
な
り
ま

し
た
。
，
登
山
は
、
す
軌
、
）
く
良
か
っ

た
と
思
う
．

　
二
十
四
日
に
、
ふ
き
だ
し
公
園

に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
水
が
冷

た
い
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　
夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
！
ビ
ス
の

と
き
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。　
二
十
．
五
日
、
小
樽
港
を
十
時
半

に
出
船
し
ま
し
た
。
夜
に
さ
よ
な

ら
の
集
い
と
い
う
こ
と
、
で
、
各
班

二
、
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る

　
方
が
受
け
ら
れ
る
特
典

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
、
ヒ
○
歳
以
L

の
お
年
寄
り
（
障
害
者
の
場
合
を

除
く
）
で
所
得
金
額
が
一
定
額
以

下
の
と
き
は
、
　
一
人
当
り
三
三
万

円
に
代
え
て
三
九
万
円
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
納
税

者
の
直
係
尊
属
で
、
同
居
を
常
況

か
ら
出
し
物
を
し
ま
し
た
。
こ
の

集
い
が
終
っ
た
ら
、
も
う
こ
の
研

修
も
終
り
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
．

　
二
十
六
日
、
と
う
と
う
最
後
の

日
で
す
。
五
時
半
に
下
船
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
潟
港
で
解
散
に

な
り
ま
し
た
。
友
達
が
沢
山
で
き

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
ず
っ
と

友
達
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

自
分
勝
手
な
行
動
を
し
な
い
で
、

何
事
に
も
皆
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
や
り
通
す
と
い
う
事
で
す
。

　
と
て
も
良
い
夏
休
み
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

P

ぐ

と
し
て
い
る
と
き
は
、
更
に
七
万

円
を
加
節
し
た
四
六
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
心
身
障
害
者
本
人
が
受
け
ら

れ
る
特
血
ハ

　
納
税
者
本
人
が
心
身
障
害
者
の

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
二

κ
万
円
（
特
別
障
害
者
は
三
■
三
万

円
）
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
ま
で
。

「わがむらわがまち自慢の

逸品まつり」開催

　近年、　「村おこし」　「一村一品運動」と名付けられた地域活

性化のための特産品づくりが全国的に活発化しており、新潟県

においても市町村・商工団体・農協等が様々な取組みを行って
います。

飼　聾らの輸を支援し新しい特産品の販路開拓を図るため・
　　　　県王催で「わがむらわがまち自慢の逸品まつり」が開催されま

　　　　す。
　⑨
　　　　　県内各地域の市町村からバラエティに富んだ特産品が展示即
匝ウ8　　士
’獅　　　冗され、特産品の手づくり実演・特産品のプレゼント・県下の
～a～’～～　　　　、

～拠～　　ミス大集合など楽しい催しが盛りだくさんに予定されています。

＼　　　　◎松之山町からは、野鳥の里“松之山、で生まれ育った「野鳥
　　　　　こけし」が出品されます。

期△
云
昭
△
云
新

〉

　昭和62年9月17日㈱から21日（月）まで

レ会　場

　新潟市大和新潟店

昭和63年歌会始のお題

君か泉
・

鄭飾而
　
　
　
　
盆
～
θ
・
．
》
●

　
　
　
　
ぷ
マ
．
．

隷
㍑

代
増
．
て
㌔
ミ

く
翫
3
と
こ
3
が

出
3
ん
だ
壱
、

杖
、
朗
か

t
よ
㍉
、
飯

f
　
、
・

「
車
」
p

㈲まつのやま

（勾rσ／
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昭
和
六
十
三
年
、
新
年
歌
会
始

の
お
題
が
「
車
」
と
｛
疋
め
ら
れ
ま

し
た
。
　
「
く
る
ま
」
　
「
し
ゃ
」
と

詠
ん
で
も
よ
い
。

　
詠
進
歌
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

要
領
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

0
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

　
未
発
表
の
も
の
。

0
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、

　
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

O
盲
人
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し

　
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

㈲
書
式
は
、
半
紙
を
横
書
き
に
用

　
い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左

㌧

、
遇

　
　
　
　
・
3

　
　
　
　
　
　
ペ
リ
　
　
　
　
グ

奢
せ
ヘ
モ
　
／

釈
璽
ヱ
行
z
．

　
　
　
　
く
歌
3
潮

　
ノ
　
　
　
　
　
ゐ
し

詔．

’
繊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
回
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
r

　
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　
名
（
本
名
・
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

　
生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ

　
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書

　
い
て
く
だ
さ
い
．

＠
詠
進
の
期
間

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
二
日
ま

で
．

▽
郵
便
の
あ
て
先

　
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田
区

　
千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁

　
な
お
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

　
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
翔
劔
●
・
～

　
　
零
▽

華
訴

状
理
、
悉
・
て
｝

＜
歌
る
ん
だ
）
て
馬
）

二
　
〃

二
　
回
（

　
　
　
　
　
　
　
曳

戸籍の窓
おめでた（盤）
ち　はる

千春ちゃん　中島一男さんの長男（水　梨

お《鞄み（死亡）
本山　健市さん　70歳（田麦立）沢

宮沢　トラさん　85歳（松之山）松華堂

※7月26日から8月31日までの届出分です
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研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
中
学
生
海
の
集
い

　
松
之
山
中
学
校
二
年
生
の
草
村

友
明
君
が
、
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
開
催
さ
れ
た
”
新
潟
県
中
学

生
海
の
集
い
”
　
（
．
シ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
）
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
八
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
北
海
道
を

中
心
に
行
わ
れ
、
集
団
生
活
を
通

し
て
社
会
参
加
、
知
識
、
技
術
を

学
び
、
リ
ー
ダ
ー
作
り
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
参
加

し
た
草
村
君
か
ら
感
想
文
が
届
い

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

き」L」鵬

鋤

2年草村友明君松之山中

　＄

　l

　l

　き

お1

鯛
や1
心1

紹
障1

淵
あ1

お年りや

障害者と

⑳
る
方
に
対
し
て
は
、
税
金
の
．
面
で

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
．

一
、
お
年
寄
り
本
人
が
一
受
け
ら
れ

　
る
特
典

　
年
齢
が
六
十
．
五
歳
以
ト
で
、
所

得
金
額
が
一
〇
〇
〇
．
乃
円
以
下
の

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
本
人
の
所

得
税
を
計
算
す
る
と
き
、
次
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
僕
は
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
に
は
、
県
か
ら
几

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

の
目
的
は
、
集
団
宿
泊
を
通
じ
て
、

社
会
参
加
、
団
体
活
動
に
関
す
る

知
識
・
技
術
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

で
す
．

　
二
十
一
日
、
十
一
時
に
出
船
し

ま
し
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
中
は
少
し
ゆ
れ
て

い
た
の
で
、
船
酔
い
を
し
な
い
か

心
配
で
し
た
。
　
一
時
問
も
し
た
ら

船
に
も
な
れ
ま
し
た
。

　
二
十
二
日
、
朝
、
四
時
半
に
起

床
で
少
し
眠
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
外
を
見
て
い
た
。
、
五
時
半
に
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

樽
港
に
着
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

0
老
年
者
控
除

　
　
所
得
控
除
の
ひ
と
つ
と
し
て

　
老
年
者
控
除
が
あ
り
、
二
．
κ
万

　
円
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⇔
　
老
年
者
年
金
特
別
控
除

　
　
国
民
年
金
や
．
厚
生
年
金
な
ど

　
の
公
的
年
金
や
恩
給
の
収
人
金

　
額
の
合
計
額
か
ら
老
年
者
年
金

　
特
別
控
除
と
し
て
、
七
八
万
円

　
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ず
っ
と
、
、
ハ
ス
で
し
た
。
札
幌
の
時

計
台
が
す
「
、
一
か
っ
た
で
す
。

　
二
十
三
日
は
羊
蹄
山
登
山
で
し

た
。
と
て
も
高
い
山
で
、
四
時
間

で
や
っ
と
八
合
目
に
着
き
ま
し
た
。

こ
の
H
は
少
し
霧
が
あ
っ
て
頂
上

ま
で
は
登
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
下

る
時
は
と
て
も
足
が
痛
く
な
り
ま

し
た
。
，
登
山
は
、
す
軌
、
）
く
良
か
っ

た
と
思
う
．

　
二
十
四
日
に
、
ふ
き
だ
し
公
園

に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
水
が
冷

た
い
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　
夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
！
ビ
ス
の

と
き
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。　
二
十
．
五
日
、
小
樽
港
を
十
時
半

に
出
船
し
ま
し
た
。
夜
に
さ
よ
な

ら
の
集
い
と
い
う
こ
と
、
で
、
各
班

二
、
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る

　
方
が
受
け
ら
れ
る
特
典

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
、
ヒ
○
歳
以
L

の
お
年
寄
り
（
障
害
者
の
場
合
を

除
く
）
で
所
得
金
額
が
一
定
額
以

下
の
と
き
は
、
　
一
人
当
り
三
三
万

円
に
代
え
て
三
九
万
円
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
納
税

者
の
直
係
尊
属
で
、
同
居
を
常
況

か
ら
出
し
物
を
し
ま
し
た
。
こ
の

集
い
が
終
っ
た
ら
、
も
う
こ
の
研

修
も
終
り
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
．

　
二
十
六
日
、
と
う
と
う
最
後
の

日
で
す
。
五
時
半
に
下
船
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
潟
港
で
解
散
に

な
り
ま
し
た
。
友
達
が
沢
山
で
き

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
ず
っ
と

友
達
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

自
分
勝
手
な
行
動
を
し
な
い
で
、

何
事
に
も
皆
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
や
り
通
す
と
い
う
事
で
す
。

　
と
て
も
良
い
夏
休
み
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

P

ぐ

と
し
て
い
る
と
き
は
、
更
に
七
万

円
を
加
節
し
た
四
六
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
心
身
障
害
者
本
人
が
受
け
ら

れ
る
特
血
ハ

　
納
税
者
本
人
が
心
身
障
害
者
の

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
二

κ
万
円
（
特
別
障
害
者
は
三
■
三
万

円
）
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
ま
で
。

「わがむらわがまち自慢の

逸品まつり」開催

　近年、　「村おこし」　「一村一品運動」と名付けられた地域活

性化のための特産品づくりが全国的に活発化しており、新潟県

においても市町村・商工団体・農協等が様々な取組みを行って
います。

飼　聾らの輸を支援し新しい特産品の販路開拓を図るため・
　　　　県王催で「わがむらわがまち自慢の逸品まつり」が開催されま

　　　　す。
　⑨
　　　　　県内各地域の市町村からバラエティに富んだ特産品が展示即
匝ウ8　　士
’獅　　　冗され、特産品の手づくり実演・特産品のプレゼント・県下の
～a～’～～　　　　、

～拠～　　ミス大集合など楽しい催しが盛りだくさんに予定されています。

＼　　　　◎松之山町からは、野鳥の里“松之山、で生まれ育った「野鳥
　　　　　こけし」が出品されます。
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昭
和
六
十
三
年
、
新
年
歌
会
始

の
お
題
が
「
車
」
と
｛
疋
め
ら
れ
ま

し
た
。
　
「
く
る
ま
」
　
「
し
ゃ
」
と

詠
ん
で
も
よ
い
。

　
詠
進
歌
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

要
領
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

0
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

　
未
発
表
の
も
の
。

0
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、

　
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

O
盲
人
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し

　
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

㈲
書
式
は
、
半
紙
を
横
書
き
に
用

　
い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左

㌧

、
遇

　
　
　
　
・
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び
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的
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縦
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で
書
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．
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．
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、
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〆

罐轡－
讐
％
、

　
　
　
　
　
～

う
さ
ぎ
と
お
は
な

わたなべじゅんくん
　　／くンやさん

ア店る戯
噺〉▽現．ド

あいだりかさん
あいざわみちよさん

わたしとはな

N
H
K
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

　
囲
碁
な
ど
三
卜
七
講
座
で
す
。

○
申
し
込
受
付
　
八
月
卜
症
日
～

　
卜
j
－
「
、
」
－

▽
海
外
在
住
者
コ
ー
ス
（
通
信
講

　
座
）

　
海
外
在
住
の
社
会
人
、
育
少
年

　
が
〈
生
涯
学
習
講
座
〉
　
〈
高
校

　
の
教
養
コ
ー
ス
V
を
通
信
講
座

　
で
学
習
し
ま
す
．

○
巾
し
込
受
付
　
八
月
卜
κ
日
か

　
ら
で
す
．

▼
詳
し
い
案
内
書
を
こ
希
望
の
方

　
は
、
お
近
く
の
N
H
K
ま
た
は

〒
一
八
六

來
京
都
国
立
市
富
L
見
台
二
－

　
三
六
　
N
H
K
学
園
八
E
六
卜

　
一
係
に
、
講
座
名
お
よ
び
あ
な

　
た
の
郵
硬
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

　
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
人
し

　
て
請
求
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ

　
る
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
番
号
は
、
〇
四
二
五
ー
し

　
二
ー
一
…
二
五
一
で
す
。

　
案
内
書
は
無
料
で
す
。

▼
八
月
の
で
き
ご
と

10531
HHH日

20　1815　14
日　　1、｛　日　　日

31　29　28　26　24

日HHHH
松
之
山
町
農
協
合
併
式

選
挙
管
理
委
員
会

議
会
臨
時
会

町
長
　
町
議
立
候
補
予
定

．
者
説
明
会

成
人
式

真
夏
の
嘗
ま
つ
り

部
落
総
代
会

町
長
・
町
議
立
候
補
届
事

前
審
査
．

選
挙
告
示
日

選
挙
管
理
委
員
会

投
開
票
事
務
打
合
せ
会

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

当
選
証
書
交
付
日

農
業
委
員
会
総
会

▼
九
月
の
予
定

1
口2
H
3
H 老

人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
会
農
地
流
動
化
推
進
貝
会
議

　
（
休
養
村
セ
ン
タ
i
）

7
日
　
臨
時
議
会

28
日
　
議
会
定
例
会

（
2
9
日
ま
で
）

　
夏
の
暑
さ
と
と
も
に
や
っ
て
来

た
選
挙
。
町
議
会
議
貝
の
選
挙
は
、

議
員
定
数
四
人
減
と
い
う
影
響
を

受
け
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
が

無
投
票
の
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
票

が
読
め
ず
、
ど
の
候
補
者
も
苦
労

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
上
に
か
く
、
十
六
名
の
新
議
員

が
誕
生
し
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
問

町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く

事
に
な
り
ま
し
た
。
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
季
節
は
す
っ
か
り
秋
。

選
挙
フ
ィ
ー
バ
ー
が
終
わ
っ
て
ホ

ッ
と
す
る
問
も
な
く
ハ
セ
掛
け
、

稲
刈
り
に
と
忙
が
し
い
毎
日
で
す
。

ケ
ガ
な
ど
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

　
稲
と
い
え
ば
今
年
は
比
較
的
天

候
に
恵
ま
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

作
況
指
数
一
〇
三
と
や
や
良
と
い

う
予
想
が
出
て
い
ま
す
。
豊
作
は

あ
り
が
た
い
で
す
が
、
そ
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1戚鱗鹸
10月1日現在　口総人口4，165人（一3）［コ男2，038人（二

（　）内は9月1日との比較


